
則

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
七
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
子
育
て
力
」
を
「
子
育
て
を
自
ら
実
践
す
る
力
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
満
一
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
お
お
む
ね
」
を
「
満
一
歳
未
満
の
子
ど
も

」
に
、
「
満
三
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
お
お
む
ね
」
を
「
満
三
歳
未
満
の
子
ど
も
」
に
改
め
、
「
、
満

三
歳
以
上
の
子
ど
も
の
う
ち
幼
稚
園
と
同
様
に
一
日
に
四
時
間
程
度
利
用
す
る
子
ど
も
（
以
下
「
短
時

間
利
用
児
」
と
い
う
。
）
お
お
む
ね
三
十
五
人
に
つ
き
一
人
以
上
」
を
削
り
、
「
満
四
歳
に
満
た
な
い

子
ど
も
の
う
ち
保
育
所
と
同
様
に
一
日
に
八
時
間
程
度
利
用
す
る
子
ど
も
（
以
下
「
長
時
間
利
用
児
」

と
い
う
。
）
お
お
む
ね
」
を
「
満
四
歳
未
満
の
子
ど
も
」
に
改
め
、
「
の
う
ち
長
時
間
利
用
児
お
お
む

ね
」
を
削
り
、
「
一
人
以
上
の
」
の
下
に
「
教
育
及
び
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、
短
時
間
利
用
児
及
び
長
時
間
利
用
児
」
を
「
子
ど
も
で
あ
っ
て
、
幼
稚
園
と
同
様
に
一
日
に
四

時
間
程
度
利
用
す
る
も
の
（
以
下
「
教
育
時
間
相
当
利
用
児
」
と
い
う
。
）
及
び
保
育
所
と
同
様
に
一

日
に
八
時
間
程
度
利
用
す
る
も
の
（
以
下
「
教
育
及
び
保
育
時
間
相
当
利
用
児
」
と
い
う
。
）
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
に
満
た
な
い
」
を
「
未
満
の
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
子
ど
も
の

」
の
下
に
「
教
育
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
長
時
間
利
用
児
」
を
「
教
育
及
び
保
育

時
間
相
当
利
用
児
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
に
満
た
な
い
」
を
「
未
満
の
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
、
」
を
削
り
、
「
に
満
た
な
い
」
を
「
未
満
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
た
だ
し
書
中
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

、
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
に
満
た
な
い
」
を
「
未
満
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

４　

条
例
第
五
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
満
二
歳
未
満
の
子
ど

も
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。

第
五
条
第
二
項
の
表
一
の
項
内
容
の
欄
中
「
就
学
前
の
す
べ
て
の
」
を
「
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
全

て
の
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
事
項
の
欄
中
「
に
固
有
の
事
情
」
を
削
り
、
「
内
容
」
を
「
事
項
」
に

改
め
、
同
項
内
容
の
欄
中
「
一
に
掲
げ
る
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
」
を
「
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て

」
に
、
「
の
基
本
及
び
目
標
に
加
え
、
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
教
育
及
び
保
育
は
」
を
「
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
」
に
、
「
認
定
こ
ど
も
園
に
固
有
の
事
情
と
し
て
配
慮
す
べ
き
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る

目

次

規

則
（
第
九
号

−

第
十
一
号
）

○
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則�

（
子
育
て
支
援
課
）
…
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
消
防
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
消
防
防
災
指
導
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
青
少
年
課
）
…
…
…
…
…
三

告

示
（
第
二
百
八
十
八
号
）

○
福
岡
県
に
お
け
る
主
要
農
作
物
の
奨
励
品
種
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

�

（
水
田
農
業
振
興
課
）
…
…
…
…
…
三

人
事
委
員
会

○
福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
三

○
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

�

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
四

規

則

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し

、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
規
則
第
九
号

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
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第
六
条
第
四
号
中
「
子
育
て
力
」
を
「
子
育
て
を
自
ら
実
践
す
る
力
」
に
、
「
、
及
び
」
を
「
、
研

修
を
」
に
改
め
る
。

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。　

　

（
経
過
措
置
）

２　

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
認
定
こ
ど
も
園
の
職
員
配
置
に
つ
い
て
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

福
岡
県
消
防
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
規
則
第
十
号

福
岡
県
消
防
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
消
防
学
校
規
則
（
平
成
十
六
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
六
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２　
指
揮
幹
部
科

　
⑴　
現
場
指
揮
課
程

教
科
目

時
間
数

講
話
・
現
場
指
揮
・
安
全
管
理

１

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

２

水
災
活
動
訓
練

２

救
助
・
救
命
訓
練

４

避
難
誘
導
訓
練

２

災
害
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練

１

地
域
防
災
指
導
訓
練

１

行
事
そ
の
他

１

計
14

こ
と
」
を
「
事
項
に
つ
い
て
特
に
配
慮
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
欄
イ
中
「
の
相
違
」
を
削
り
、
「
零

歳
か
ら
」
の
下
に
「
小
学
校
」
を
加
え
、
同
欄
ロ
中
「
就
労
状
況
等
の
生
活
ス
タ
イ
ル
」
を
「
生
活
形

態
」
に
、
「
相
違
」
を
「
違
い
」
に
改
め
、
「
内
容
」
の
下
に
「
や
そ
の
展
開
」
を
加
え
、
「
行
う
」

を
「
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
子
育
て
力
」
を
「
子
育
て
を
自
ら
実
践
す
る
力
」
に
改
め
、
同
表

三
の
項
内
容
の
欄
中
「
に
固
有
の
事
情
」
を
削
り
、
「
配
慮
す
べ
き
内
容
」
を
「
配
慮
す
べ
き
事
項
」

に
、
「
目
標
及
び
理
念
」
を
「
目
標
、
理
念
」
に
、
「
保
育
に
関
す
る
」
を
「
保
育
の
内
容
に
関
す
る

」
に
、
「
編
成
す
る
」
を
「
作
成
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
イ
中
「
短
時
間
利
用
児
と
長
時
間
利
用
児
」

を
「
教
育
時
間
相
当
利
用
児
と
教
育
及
び
保
育
時
間
相
当
利
用
児
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
同
一
学
年

の
子
ど
も
で
編
制
さ
れ
る
」
を
削
り
、
「
に
満
た
な
い
」
を
「
未
満
の
」
に
、
「
認
定
こ
ど
も
園
そ
れ

ぞ
れ
の
工
夫
で
、
子
ど
も
の
発
達
の
状
況
の
相
違
」
を
「
発
達
の
状
況
」
に
、
「
組
み
合
わ
せ
て
い
く

」
を
「
組
み
合
わ
せ
て
設
定
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
」
に
改
め
、
同
表
四
の
項
内
容
の
欄
イ
中
「
満

三
歳
に
満
た
な
い
子
ど
も
を
含
む
」
を
「
零
歳
か
ら
小
学
校
」
に
改
め
、
「
子
ど
も
が
利
用
す
る
た
め

、
」
を
削
り
、
「
、
満
三
歳
に
満
た
な
い
」
を
「
、
満
三
歳
未
満
の
」
に
、
「
集
団
に
よ
る
活
動
の
充

実
、
異
年
齢
の
子
ど
も
に
よ
る
交
流
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
」
を
「
同
一
学
年
の
子
ど
も
で
編

制
さ
れ
る
学
級
に
よ
る
集
団
活
動
の
中
で
遊
び
を
中
心
と
す
る
子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
を
通
し
て
発

達
を
促
す
経
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
を
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
ロ
中
「
こ
と
か
ら
、
地
域
、
家
庭
」

を
「
こ
と
を
踏
ま
え
、
家
庭
、
地
域
」
に
、
「
の
観
点
か
ら
」
を
「
を
確
保
す
る
た
め
」
に
、
「
工
夫

す
る
」
を
「
工
夫
を
す
る
」
に
、
「
に
満
た
な
い
」
を
「
未
満
の
」
に
、
「
工
夫
を
行
う
」
を
「
工
夫

を
す
る
」
に
改
め
、
同
表
五
の
項
内
容
の
欄
イ
中
「
零
歳
か
ら
」
の
下
に
「
小
学
校
」
を
加
え
、
同
欄

ロ
中
「
年
齢
の
相
違
等
」
を
「
年
齢
の
違
い
な
ど
」
に
、
「
家
庭
環
境
の
相
違
等
」
を
「
家
庭
環
境
等

」
に
、
「
に
満
た
な
い
」
を
「
未
満
の
」
に
、
「
連
携
協
力
」
を
「
連
携
及
び
協
力
」
に
改
め
、
同
欄

ハ
中
「
一
つ
の
施
設
で
」
を
「
共
に
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
を
工
夫
す
る
」
を
「
の
工
夫
を
す
る
」

に
改
め
、
同
欄
ホ
中
「
興
味
及
び
関
心
」
を
「
興
味
や
関
心
」
に
、
「
取
り
組
み
」
を
「
取
組
」
に
改

め
、
同
欄
ヘ
中
「
に
相
違
が
あ
る
」
を
「
が
異
な
る
」
に
改
め
、
同
欄
ト
中
「
子
ど
も
の
健
康
状
態
」

を
「
健
康
状
態
」
に
改
め
、
同
欄
チ
中
「
子
育
て
力
」
を
「
子
育
て
を
自
ら
実
践
す
る
力
」
に
、
「
子

育
て
経
験
」
を
「
子
育
て
の
経
験
」
に
、
「
生
活
ス
タ
イ
ル
」
を
「
生
活
形
態
」
に
、
「
す
べ
て
」
を

「
全
て
」
に
改
め
、
同
表
六
の
項
内
容
の
欄
ロ
中
「
小
学
校
教
育
と
の
連
携
及
び
接
続
に
お
い
て
は
、

」
を
削
り
、
同
欄
ハ
中
「
指
導
要
録
の
抄
本
及
び
」
を
「
全
て
の
子
ど
も
に
つ
い
て
指
導
要
録
の
抄
本

又
は
」
に
改
め
る
。
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附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

福
岡
県
告
示
第
二
百
八
十
八
号

福
岡
県
に
お
け
る
主
要
農
作
物
の
奨
励
品
種
（
平
成
元
年
十
月
福
岡
県
告
示
第
千
七
百
二
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

一
の
表
中

つ
く
し
ろ
ま
ん

つ
や
お
と
め

を

つ
く
し
ろ
ま
ん

つ
や
お
と
め

ち
く
し
九
〇
号

 

に
改
め
る
。

人
事
委
員
会

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
の
職
員
の
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中

校　

長

五　

種

 

を

校　

長

五
種
（
人
事
委
員
会
が
別

に
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て

は
四
種
）

 

に
、

⑵　
分
団
指
揮
課
程

教
科
目

時
間
数

講
話
・
組
織
制
度
・
安
全
管
理

２

防
災

３

災
害
対
応
図
上
訓
練

２

事
前
研
究

２

行
事
そ
の
他

１

計
10

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
消
防
学
校
規
則
別
表
六
の
二
に
基
づ
く
中
級
幹
部
課
程
を
修
了
し
た

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
六
の
二
に
基
づ
く
分
団
指
揮
課
程
を
修
了
し
た

も
の
と
み
な
す
。

▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る

。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
規
則
第
十
一
号

福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
施
行
規
則
（
平
成
八
年
福
岡
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
薬
事
法
施
行
令
」
を
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び

安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三　

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
薬
物
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▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎
▎

福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

事　

務　

局

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

簑　

田　

孝　

行

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
事
務
決
裁
規
程
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
給
与
公
平
課
の
項
第
二
十
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第

一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

１　

別
表
第
一
の
規
定
に
よ
り
、
「
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
場
合
」
を
定
め
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

署
長
（
中
央
、
博
多
、
東
、
南
、
早
良
、
西
、
粕
屋
、
春
日
、

筑
紫
野
、
小
倉
北
、
小
倉
南
、
八
幡
西
、
折
尾
、
飯
塚
、
田
川

、
久
留
米
、
大
牟
田
）

 

を

署
長
（
糸
島
、
宗
像
、
朝
倉
、
八
幡
東
、
若
松
、
戸
畑
、
門
司

、
行
橋
、
直
方
、
筑
後
、
八
女
、
柳
川
）

署
長
（
中
央
、
博
多
、
東
、
南
、
早
良
、
西
、
粕
屋
、
春
日
、

筑
紫
野
、
小
倉
北
、
小
倉
南
、
八
幡
西
、
折
尾
、
飯
塚
、
田
川

、
久
留
米
）

 

に
改
め
る
。

署
長
（
糸
島
、
宗
像
、
朝
倉
、
八
幡
東
、
若
松
、
戸
畑
、
門
司

、
行
橋
、
豊
前
、
直
方
、
筑
後
、
八
女
、
柳
川
、
大
牟
田
）

別
表
第
二
の
一　

行
政
職
給
料
表
中
「115,500円

」
を
「113,000円

」
に
改
め
、
同
表
の
六　

公

安
職
給
料
表
中
「117,600円

」
を
「115,600円

」
に
改
め
、
同
表
の
七　

教
育
職
給
料
表
㈡
中

55,500円（人事委
員会が認める職に
あつては64,800円
、人事委員会が特
に認める職にあつ
ては74,000円）

を

83,200円

55,500円（人事委
員会が認める職に
あつては64,800円
、人事委員会が特
に認める職にあつ
ては74,000円）

 
に
改
め
、
同
表
の
八　

教
育
職

五　種

四　種

五　種

給
料
表
㈢
中

52,600円（人事委
員会が認める職に
あつては61,400円
、人事委員会が特
に認める職にあつ
ては70,100円）

を

79,000円

52,600円（人事委
員会が認める職に
あつては61,400円
、人事委員会が特
に認める職にあつ
ては70,100円）

 

に
改
め
る
。

五　種

四　種

五　種

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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